
　  1  　 問題は 1  から  6  ま でで， 12ページにわたって印刷し てあり ま す。

　  2  　 検査時間は 50分で， 終わり は午後 3時 10分です。

　  3  　 声を出し て読んではいけま せん。

　  4  　 計算が必要なと き は， こ の問題用紙の余白を利用し なさ い。

　  5  　 答えは全て解答用紙にＨＢ又はＢの鉛筆（ シャープペンシルも可） を使って

明確に記入し ， 解答用紙だけを提出しなさい。

　  6  　 答えは特別の指示のある も ののほかは，各問のア · イ · ウ · エのう ちから ，

最も 適切なも のをそれぞれ一つずつ選んで， その記号の  の中を正確に

塗り つぶしなさい。

　  7  　 答えを記述する 問題については， 解答用紙の決めら れた欄からはみ出さない

よう に書きなさい。

　  8  　 答えを直すと き は，き れいに消し てから ，消し く ずを残さ ないよ う にし て，

新し い答えを書き なさ い。

　  9  　 受検番号を解答用紙の決めら れた欄に書き ，その数字の  の中を正確に

塗り つぶしなさい。

　 10 　 解答用紙は， 汚し たり ， 折り 曲げたり し てはいけま せん。
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問題は次のページから です。
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1 　 次の各問に答えよ 。

〔 問 1 〕　 被子植物の有性生殖について述べた次の文章の ① ～ ③ にそれぞれ当てはま る も

のを組み合わせたも のと し て適切なのは， 下の表のア～エのう ちではどれか。

　 めし べの先端の ① に花粉がつく と ， 花粉は胚
はい

珠
し ゅ

に向かっ て花粉管を伸ばす。 花粉管の

中を ② が移動し ， ② の核と 胚珠の中にある ③ の核が合体し 受精卵ができ る 。

① ② ③

ア やく 卵細胞 精細胞

イ やく 精細胞 卵細胞

ウ 柱頭 卵細胞 精細胞

エ 柱頭 精細胞 卵細胞

〔 問 2 〕　 ロ ウ が液体から 固体に状態変化する と き の体積と 質量について述べたも のと し て適切なの

は， 次のう ちではど れか。

ア　 ロ ウ が液体から 固体に状態変化する と ， 体積は増加し ， 質量は変化し ない。

イ　 ロ ウ が液体から 固体に状態変化する と ， 体積は増加し ， 質量は減少する 。

ウ　 ロ ウ が液体から 固体に状態変化する と ， 体積は減少し ， 質量は変化し ない。

エ　 ロ ウ が液体から 固体に状態変化する と ， 体積は減少し ， 質量も 減少する 。

〔 問 3 〕　 おんさ A， おんさ B， おんさ C を用意し ， おんさ A をたたいて

出た音をオシロ ス コ ープで表し た波形は図 1 のよ う になった。 おんさ B

を たたいて出た音は， 図 1 の波形で表さ れた音よ り も 低く ， おんさ C

をたたいて出た音は， 図 1 の波形で表さ れた音よ り も 高かった。   

　 おんさ に対し て行う 操作と ， 操作によ って出た音をオシロ ス コ ープで

表し た波形について述べた次の文章の ① と ② にそれぞれ当て

はま る も のを 組み合わせたも のと し て適切なのは， 下の表のア～エの

う ちではどれか。

・ おんさ A を 図 1 の波形で表さ れた音を 出

し たと き よ り も ① たたいて出た音の

波形は図 2 のよ う になった。

・ ② を 図 1 の波形で表さ れた音を 出し

たと き と 同じ 強さ でたたいて出た音の波

形は図 3 のよ う になった。

　 ただし ， 図 1 ， 図 2 ， 図 3 の 1 マス が表す振幅は全て同じ 大き さ であり ， 図 1 ， 図 2 ， 図 3 の

1 マス が表す時間は全て同じ 長さ である も のと する 。

① ②

ア 強く おんさ B

イ 強く おんさ C

ウ 弱く おんさ B

エ 弱く おんさ C

図 1

図 2 図 3

図 1

時間

振
幅

図 3

時間

振
幅

図 2

時間

振
幅

図 1

時間

振
幅

図 3

時間

振
幅

図 2

時間

振
幅
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〔 問 4 〕　 水にク エン酸を溶かし た水溶液をビーカーに入れて温度を

測定し た後， 図 4 のよ う にビ ーカ ーに炭酸水素ナト リ ウ ム を

加えてガラ ス棒でかき 混ぜる と ， ク エン酸と 炭酸水素ナト リ ウ ム

が反応し て気体が発生し た。 気体が発生し ている 間の水溶液の

温度を測定する と ， 反応前と 比べて水溶液の温度が変化し た。

　 ク エン酸と 炭酸水素ナト リ ウ ムの反応によ る 熱の出入り と 温

度の変化について述べたも のと し て適切なのは， 次のう ちでは

どれか。

ア　 反応によ って周囲に熱を放出する こ と で， 反応前と 比べて温度が上がる 。

イ　 反応によ って周囲に熱を放出する こ と で， 反応前と 比べて温度が下がる 。

ウ　 反応によ って周囲から 熱を吸収する こ と で， 反応前と 比べて温度が上がる 。

エ　 反応によ って周囲から 熱を吸収する こ と で， 反応前と 比べて温度が下がる 。

〔 問 5 〕　 図 5 は日本のある 地点で， 夏至の日， 秋分の日，

冬至の日の太陽の 1 日の動き を それぞれ透明半球に記録

し たも のである 。 図 5 の A と C は夏至の日， 冬至の日の

どちら かの太陽の 1 日の動き を記録し たも のであり ， 図 5

の B は秋分の日の太陽の 1 日の動き を 記録し たも のであ

る 。 図 5 の A と C のう ち冬至の日の太陽の 1 日の動き を

記録し たも のと ， 秋分の日と 比べたと き の夏至の日の日

の出の時刻について述べたも のと を 組み合わせたも のと

し て適切なのは， 次の表のア～エのう ちではどれか。

図 5 の A と C のう ち冬至の日の太陽の

1 日の動き を記録し たも の

秋分の日と 比べたと き の夏至の日の日の出の

時刻について述べたも の

ア A
　 秋分の日と 比べて， 夏至の日の方が日の出の

時刻が早い。

イ C
　 秋分の日と 比べて， 夏至の日の方が日の出の

時刻が早い。

ウ A
　 秋分の日と 比べて， 夏至の日の方が日の出の

時刻が遅い。

エ C
　 秋分の日と 比べて， 夏至の日の方が日の出の

時刻が遅い。

〔 問 6 〕　 カビやキノ コ について述べたも のと ， キノ コ の仲間である シイ タ ケの生態系における 働き

と を組み合わせたも のと し て適切なのは， 次の表のア～エのう ちではどれか。

カビやキノ コ について述べたも の キノ コ の仲間である シイ タ ケの生態系における 働き

ア 　 細菌類である 。 　 分解者と し て有機物を分解する 。

イ 　 菌類である 。 　 分解者と し て有機物を分解する 。

ウ 　 細菌類である 。 　 生産者と し て光合成によ り 自ら 有機物を生産する 。

エ 　 菌類である 。 　 生産者と し て光合成によ り 自ら 有機物を生産する 。

図 4

図 5

図 4

ガラス棒

炭酸水素
ナトリ ウム

水にクエン酸を
溶かした水溶液

図 5　
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2  　
生徒が， 水槽で生物を 飼育する ための環境について科学的に探究し よ う と 考え， 自由研究に

取り 組んだ。 生徒が書いたレ ポート の一部を 読み， 次の各問に答えよ 。

＜レポート 1＞　 水槽に入れる水について

　 メ ダカを飼育する 水槽に入れる 水について興味をも ち， 調べたと こ ろ，

水槽で新し く メ ダカを飼育する と き や水槽の水を交換する と き に， く み置

き の水に適量の塩化ナト リ ウ ムを加えて溶かすこ と がある こ と を知った。

　 そこ で， 蒸留水（ 精製水） に塩化ナト リ ウ ムを完全に溶かし て質量パー

セント 濃度が 5 % の塩化ナト リ ウ ム水溶液 200 g をつく り ， 塩化ナト リ ウ ム

水溶液 A と し た。 その後， 図 1 のよ う に塩化ナト リ ウ ム 水溶液 A  200 g

をく み置き の水 19800 g に加えてよ く かき 混ぜて塩化ナト リ ウ ム水溶液 B

をつく り ， 水槽に入れる 液体と し た。

〔 問 1 〕　 ＜レポート 1＞において， 塩化ナト リ ウ ム 水溶液 A  200 g を つく る のに必要な蒸留水と

塩化ナト リ ウ ムのそれぞれの質量と ， 塩化ナト リ ウ ム水溶液 B の質量パーセン ト 濃度と を 組み

合わせたも のと し て適切なのは， 次の表のア～エのう ちではどれか。

塩化ナト リ ウ ム水溶液 A 200 g をつく る のに必要な

蒸留水と 塩化ナト リ ウ ムのそれぞれの質量

塩化ナト リ ウ ム水溶液 B の質量

パーセント 濃度

ア 蒸留水 160 g と 塩化ナト リ ウ ム 40 g 0 .05 %

イ 蒸留水 160 g と 塩化ナト リ ウ ム 40 g 0 .01 %

ウ 蒸留水 190 g と 塩化ナト リ ウ ム 10 g 0 .05 %

エ 蒸留水 190 g と 塩化ナト リ ウ ム 10 g 0 .01 %

＜レポート 2＞　 水槽に入れる岩石について

　 メ ダカを 飼育する 水槽に入れる も のについて調べた

と こ ろ， 水槽の内部に岩石や砂利を 設置する こ と で小

さ な生物が生息する 場所と なる こ と や， 設置する 岩石

や砂利は飼育する 生物に合っ たも のを 選ぶ必要がある

こ と が分かっ た。 そこ で， 岩石 G を 用意し ， 岩石の種

類を 調べる ために， 岩石 G の表面の様子を ルーペで観

察し ， ス ケッ チと 特徴を表 1 のよ う にま と めた。

　 さ ら に， 表 1 を も と に調べたと こ ろ， 岩石 G は斑状

組織をも つ流紋岩である こ と が分かった。

〔 問 2 〕　 ＜レポート 2＞から ， 表 1 の P の部分と Q の部分の名称について述べたも のと ， 岩石 G

と 同じ 斑状組織をも つ岩石と を組み合わせたも のと し て適切なのは， 次の表のア～エのう ちでは

どれか。

表 1 の P の部分と Q の部分の名称について述べたも の 岩石 G と 同じ 斑状組織をも つ岩石

ア 　 P の部分は斑晶， Q の部分は石基である 。 安山岩

イ 　 P の部分は斑晶， Q の部分は石基である 。 花こ う 岩

ウ 　 P の部分は石基， Q の部分は斑晶である 。 安山岩

エ 　 P の部分は石基， Q の部分は斑晶である 。 花こ う 岩

図 1

塩化ナト リ ウ ム
水溶液Ａ

く み置き
の水

図 1

5 ㎜

P
Q

スケッチ

特徴

　 比較的大きな鉱物の P の部分

と ，形が分からないほど 小さな鉱

物が集まったQの部分が見られた。

表 1
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＜レポート 3＞　 水槽に設置する照明器具や電熱器具について   

　 水槽に照明器具や電熱器具を 設置する と ， メ ダカの飼育環境を整えら

れる こ と が分かっ た。 コ ン セン ト につないで流れる 電流（ 交流） を，  

直流に変換する こ と で作動する 照明器具や電熱器具がある こ と を 知り ，  

電気器具を動かす直流の電流の働き についてモデル実験を行った。

　 電源装置， 導線， 豆電球， 電熱線Ⅹを 用い， 図 2 の回路図に示さ れる

回路を つく った。 電源装置で 1.5 V の電圧を加えたと こ ろ， 図 2 の回路

図に示さ れる 点 Z に流れる 電流の大き さ は 0.3 A， 豆電球に流れる 電流

の大き さ は 0.15 A であった。 次に， 図 2 の回路図に示さ れる 電熱線Ⅹを

抵抗の大き さ が 3 Ωの電熱線 Y にかえた図 3 の回路図に示さ れる 回路を

つく り ， 電源装置で 1.5 V の電圧を加えた。 こ の結果， 回路に接続さ れ

た電熱線の抵抗の大き さ によ っ て， 同じ 大き さ の電圧を加えた回路に流

れる 電流の大き さ が変化する こ と が分かった。

〔 問 3 〕　 ＜レポート 3＞から ， 図 2 と 図 3 の回路図に示さ れる 回路について述べた次の文章の

① ～ ③ にそれぞれ当てはま る も のと し て適切なのは， 下のアと イのう ちではど れか。 

　 電熱線Ⅹの抵抗の大き さ は ① Ωであり ， 図 2 の回路図に示さ れる 回路に電源装置で 1.5 V

の電圧を加えて 1 分間電流を流すと ， 電熱線Ⅹの電力量は ② J と なる 。   

　 また， 図 2 の回路図に示さ れる 回路に電源装置で 1.5 V の電圧を加えた場合と ， 図 3 の回路図

に示さ れる 回路に電源装置で 1.5 V の電圧を加えた場合と を比較し たと き ， 点 Z に流れる 電流の

大き さ が大き い回路は， ③ の回路図に示さ れる 回路である 。

① 　 ア　 0.1  イ　 10

② 　 ア　 13.5  イ　 27.0

③ 　 ア　 図 2  イ　 図 3

＜レポート 4＞　 水槽で飼育する動物について   

　 水槽内の環境を良い状態に維持する ために， メ ダカを他の動物

と 一緒に飼育する こ と がある こ と を知った。 そこ で， メ ダカと 一

緒にミ ナミ ヌ マエビと ， ヒ メ タ ニシを飼育する こ と にし た。

　 図 4 のよ う に体長 1 cm 程度のミ ナミ ヌ マエビ と ， 図 5 のよ う

に体長 1 cm 程度のヒ メ タ ニシを 観察し てス ケッ チし た。 ま た，

無脊
せき つい

椎動物の分類について調べ， 無脊椎動物の一部を表 2 のよ う

にま と めたと こ ろ， ミ ナミ ヌ マエビはグループⅠに， ヒ メ タ ニシ

はグループⅡに含ま れる こ と が分かった。

〔 問 4 〕　 ＜レポート 4＞から ， グループⅠに含ま れる 動物の特徴と ， グループⅡに含ま れる 動物と

を組み合わせたも のと し て適切なのは， 次の表のア～エのう ちではどれか。

グループⅠに含ま れる 動物の特徴 グループⅡに含ま れる 動物

ア 　 内臓が外と う 膜で覆われている 。 ヒ ト デ

イ 　 体が外骨格で覆われている 。 ヒ ト デ

ウ 　 内臓が外と う 膜で覆われている 。 イ カ

エ 　 体が外骨格で覆われている 。 イ カ

電源装置

豆電球 点Ｚ

電熱線Ⅹ

図 2

電源装置

豆電球 点Ｚ

電熱線Ｙ

図 3

ミ ナミ ヌ マエビ ヒ メ タ ニシ

図 2

図 3

図 4 図 5

表 2

分類

グループⅠ 節足動物

グループⅡ 軟体動物
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3 　
天気の変化と 気象観測について次の各問に答えよ 。

＜観測 1＞を行ったと こ ろ， ＜結果 1＞のよ う になった。

＜観測 1＞

　 ある 日の 7 時と 20 時において， 直射日光が当たら ず， 風通し の良い場所で， 温度計， 乾湿計を

用いて， 気温を測定し ， 湿度を求めた。

＜結果 1＞

　 7 時における 気温は 16 ℃であ り ， 湿度は 69 % であ っ た。 ま た， 20 時における 気温は 16 ℃

であり ， 湿度は 95 % であった。

〔 問 1 〕　 図 1 は， 気温と 飽和水蒸気量の関係

をグラ フに表し たも のである 。 ＜結果 1＞

から ， 7 時と 20 時における 空気 1 m 3 中に

含ま れている 水蒸気の量について述べたも

のと ， 7 時と 20 時における 空気の露点を比

較し たも のと を組み合わせたも のと し て適切

なのは， 次の表のア～エのう ちではどれか。

7 時と 20 時における 空気 1 m 3 中に含ま れてい

る 水蒸気の量について述べたも の

7 時と 20 時における空気の露点を比較

し たも の

ア 　 7 時よ り 20 時の方が多い。 　 7 時よ り 20 時の方が低い。

イ 　 7 時よ り 20 時の方が多い。 　 7 時よ り 20 時の方が高い。

ウ 　 7 時よ り 20 時の方が少ない。 　 7 時よ り 20 時の方が低い。

エ 　 7 時よ り 20 時の方が少ない。 　 7 時よ り 20 時の方が高い。

　 次に， ＜観測 2＞を行ったと こ ろ， ＜結果 2＞のよ う になった。

＜観測 2＞

　 天気の変化について調べる ために， ある 年の 4 月 12 日から 連続し た 2 日間， 観測地点 P におけ

る 2 時間ごと の気象データ を収集し た。 気温，湿度，気圧は自動記録計によ り 測定し ，天気，風向，

風力， 天気図はイ ンタ ーネッ ト で調べた。

＜結果 2＞

⑴　 図 2 は， 観測地点 P における 2 時間ご と の気温， 湿度， 気圧の気象データ を 基に作成し たグ

ラ フと ， それぞれの時刻における 天気， 風向， 風力の気象データ を基に作成し た天気図記号と を

組み合わせたも のである 。

図 2
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⑵　 図 3 は 4 月 12 日における 6 時の日本付近の天気図であり ， 図 4 は 4 月 13 日における 6 時の日

本付近の天気図である 。 前線Ⅹ（  　 　 　  ） は観測を行った期間に観測地点 P を通過し た。

　 　 なお， 図 3 の観測地点 P の西側にある 高気圧を Y と する 。

〔 問 2 〕　 日本付近にある 低気圧の中心付近において地表付近の風の流れを模式的に表し たも のを次

の A， B から 一つ， 日本付近にある 低気圧の中心付近において地表付近から 上空に向かって移動

し た空気について述べたも のを次の C， D から 一つ， それぞれ選び， 組み合わせたも のと し て適

切なのは， 下のア～エのう ちではどれか。

C　 上空に向かって移動し た空気は， ま わり の気圧が低く なる ため膨張し て， 温度が下がる 。

D　 上空に向かって移動し た空気は， ま わり の気圧が低く なる ため圧縮さ れ， 温度が上がる 。

ア　 A， C　 　 　 　 イ　 A， D　 　 　 　 ウ　 B， C　 　 　 　 エ　 B， D

〔 問 3 〕　 ＜結果 2＞から ， 前線Ⅹが観測地点 P を 通過し たと 考えら れる 時間帯と ， 観測地点 P を

通過し た前線Ⅹの説明と を組み合わせたも のと し て適切なのは， 次の表のア～エのう ちではどれか。

前線Ⅹが観測地点 P を通過し たと 考えら れる 時間帯 観測地点 P を通過し た前線Ⅹの説明

ア 4 月 12 日 8 ～10 時 　 寒気が暖気を押し 上げる 。

イ 4 月 12 日 8 ～10 時 　 暖気が寒気の上にはい上がる 。

ウ 4 月 12 日 14～16 時 　 寒気が暖気を押し 上げる 。

エ 4 月 12 日 14～16 時 　 暖気が寒気の上にはい上がる 。

〔 問 4 〕　 ＜結果 2＞から 分かる こ と について述べた次の文章の ① ～ ③ にそれぞれ当ては

ま る も のと し て適切なのは， 下のアと イのう ちではどれか。

　 図 3 と 図 4 を比較する と ， 高気圧 Y の中心付近が ① の方に向かって移動し ている こ と

が分かる 。 図 2 から ， 観測地点 P における 気圧は 4 月 12 日 6 時よ り ， 4 月 13 日 6 時の方が

② こ と が分かる 。 ま た， 図 2 から ， 観測地点 P の 4 月 13 日の天気の概況は， 6 時から

22 時ま ではおおむね ③ である こ と が分かる 。

① 　 ア　 東から 西 イ　 西から 東

② 　 ア　 高い イ　 低い　

③ 　 ア　 晴れ イ　 雨

図 3 図 4
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4 　  ヒ ト の体内の消化に関する 実験について， 次の各問に答えよ 。

　 　 ＜実験＞を行ったと こ ろ， ＜結果＞のよ う になった。

＜実験＞

⑴　 図 1 のよ う に， 試験管Ⅰにデンプン溶液 10 cm 3 と 水で薄めた唾液 2 cm 3 を， 試験管Ⅱにデン

プン溶液 10 cm 3 と 水 2 cm 3 を， それぞれ入れてよ く 混ぜ， 約 40 ℃に保った水を入れたビーカー

に 10 分間入れた。

⑵　 試験管Ⅰと 試験管Ⅱを ビーカーから 取り 出し ， 図 2 のよ う に， 試験管Ⅰの溶液を 試験管 A と

試験管 B に等分し ， 試験管Ⅱの溶液を試験管 C と 試験管 D に等分し た。

⑶　 試験管 A と 試験管 C にそれぞれヨ ウ 素液を 2 ，3 滴加えて溶液の色の変化を観察し た。 ま た，

試験管 B と 試験管 D にそれぞれベネジク ト 液を少量加え ， 沸騰石を 入れて加熱し ， 1 分後， 溶

液の色の変化を観察し た。

＜結果＞

溶液の色の変化 溶液の色の変化

試験管A 変化し なかった。 試験管 B 赤褐色に変化し た。

試験管 C 青紫色に変化し た。 試験管 D 変化し なかった。

〔 問 1 〕　 ＜結果＞から 分かる こ と について述べた次の文章の ① ～ ③ にそれぞれ当てはま

る も のを組み合わせたも のと し て適切なのは， 下の表のア～エのう ちではどれか。

　 ヨ ウ 素液を 加えた溶液の色の変化を 比較する と ， ① ではデン プン がなく なっ たこ と

が分かる 。 ま た， ベネジク ト 液を 加えて加熱し た溶液の色の変化から ， 試験管 B ではブド ウ

糖がいく つか結合し た糖が ② こ と が， 試験管 D ではブド ウ 糖がいく つか結合し た糖が

③ こ と が分かる 。

① ② ③

ア 試験管 A でき た でき なかった

イ 試験管 A でき なかった でき た

ウ 試験管 C でき た でき なかった

エ 試験管 C でき なかった でき た

図 1 図 2

ビーカー

約 40 ℃に
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デン プン

溶液と 水

デンプン溶液

と 水で薄めた
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試験管Ⅰ 試験管Ⅱ

試験管Ｄ

試験管Ⅰ

試験管Ａ 試験管Ｂ 試験管Ｃ

等分 等分等分 等分

試験管Ⅱ
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〔 問 2 〕　 ヒ ト の体内における ， 消化さ れたブド ウ 糖の吸収や体内での貯蔵について述べた次の文章

の ① と ② にそれぞれ当てはまる も のと し て適切なのは， 下のアと イのう ちではどれか。

　 消化さ れたブド ウ 糖は， 小腸の柔毛で吸収さ れて ① に入る 。 吸収さ れたブド ウ 糖は

全身の細胞に運ばれる が， ブド ウ 糖の一部は肝臓など で ② に変えら れて貯蔵さ れる 。

① 　 ア　 リ ンパ管 イ　 毛細血管

② 　 ア　 グリ コ ーゲン イ　 尿素

　 ＜実験＞よ り ， ヒ ト の体内における ， 吸収さ れたブド ウ 糖などの養分（ 栄養分） の利用につい

て興味をも ち， 調べ， ＜資料＞にま と めた。

＜資料＞

　 吸収さ れた養分の一部は， 細胞に運ばれ， 生命を維持するためのエネルギー源と し て使われる。

　 図 3 は， ま わり が組織液で満たさ れている 一つの細胞における ， エネルギーの取り 出し に関

わる 物質の出入り と エネルギーの取り 出し を模式的に表し たも のである 。 細胞は組織液をなか

だちと し て物質 X や養分を取り 入れ， 物質 Y などを排出し ている 。 細胞から 排出さ れた物質 Y

は， 肺に運ばれて体外に排出さ れる 。

〔 問 3 〕　 図 4 は， ヒ ト の心臓を正面から 見たと き の断面を模式

的に表し たも のである 。 ＜資料＞にある 物質 X と 物質 Y の

名称について述べたも のと ， 図 4 の心室 E に流れる 血液と

心室 F に流れる 血液を 比較し たと き ， 物質 X を 多く 含む方

の血液と を 組み合わせたも のと し て適切なのは， 次の表の

ア～エのう ちではどれか。

物質 X と 物質 Y の名称について述べたも の

図 4 の心室 E に流れる 血液と 心室 F

に流れる 血液を 比較し たと き ， 物質 X

を多く 含む方の血液

ア 　 物質 X は酸素， 物質 Y は二酸化炭素である 。 心室 E に流れる 血液

イ 　 物質 X は二酸化炭素， 物質 Y は酸素である 。 心室 E に流れる 血液

ウ 　 物質 X は酸素， 物質 Y は二酸化炭素である 。 心室 F に流れる 血液

エ 　 物質 X は二酸化炭素， 物質 Y は酸素である 。 心室 F に流れる 血液

図 3

図 4

物質Ｘ

細胞

細胞の呼吸
（ 細胞によ る 呼吸）

エネルギー

養分

物質Ｙ

水

※　 図中の　 　 　  は物質の出入り を， 　 　 　  はエネルギーの取り 出し を示す。

右心房
左心房

心室Ｅ 心室Ｆ
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5 　 イ オンの性質を調べる 実験について， 次の各問に答えよ 。   

　 　 ＜実験 1＞を行ったと こ ろ， ＜結果 1＞のよ う になった。

＜実験 1＞

⑴　 図 1 のよ う に， 塩化銅水溶液を入れたビーカーに炭素棒を入れ， 電源装置をつないで装置を組

んだ。

⑵　 3 V の電圧を加えて， 3 分間電流を流し た。 電流を流し ている 間に， 電極 A， 電極 B 付近の様

子など を観察し た。

⑶　 電流を流し ている 間の電極 B 付近の水溶液を， 赤イ ンク で着色し た水を 入れた試験管に 3 滴

加え， 色の変化を観察し た。

⑷　 それぞれの電極を蒸留水（ 精製水） で洗い， 電極の様子を観察し た。

⑸　 電極 A に付着し た物質をろ紙の上に取り ， その物質を薬さ じ でこ すって変化を観察し た。

＜結果 1＞

⑴　 ＜実験 1＞の⑵では， 電極 A に物質が付着し ， 電極 B 付近から 刺激臭のある 気体が発生し た。

⑵　 ＜実験 1＞の⑶では， 赤イ ンク で着色し た水の色が消えた。

⑶　 ＜実験 1＞の⑷では， 電極 A に赤色（ 赤茶色） の物質の付着が見ら れ， 電極 B に変化は見ら

れなかった。

⑷　 ＜実験 1＞の⑸では， 電極 A に付着し た赤色の物質を薬さ じ でこ すると ， 金属光沢が見ら れた。

〔 問 1 〕　 ＜実験 1＞で， 塩化銅水溶液に電流を流すこ と ができ る のはなぜか。 塩化銅水溶液の溶質

が水に溶ける と き の変化に着目し て，「 電解質」 と いう 語句を用いて簡単に書け。

〔 問 2 〕　 ＜結果 1＞から ， 塩化銅水溶液中で電極 A の方向に移動し た粒子についての説明と 電極 B

付近から 発生し た刺激臭のある 気体を化学式で表し たも のと を組み合わせたも のと し て適切なの

は， 次の表のア～エのう ちではどれか。

塩化銅水溶液中で電極 A の方向に移動

し た粒子についての説明

電極 B 付近から 発生し た刺激臭のある

気体を化学式で表し たも の

ア 　 ＋の電気を帯びた粒子である 。 O2

イ 　 ＋の電気を帯びた粒子である 。 Cl2

ウ 　 − の電気を帯びた粒子である 。 O2

エ 　 − の電気を帯びた粒子である 。 Cl2

電極Ａ

塩化銅水溶液

炭素棒

電極Ｂ

電源装置

図 1
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　 次に， ＜実験 2＞を行ったと こ ろ， ＜結果 2＞のよ う になった。

＜実験 2＞

⑴　 図 2 のよ う に， 硫酸亜鉛水溶液を入れたビーカーに

硫酸銅水溶液を入れたセロ ハンの袋を入れ， 硫酸亜鉛

水溶液の中に亜鉛板 C を， 硫酸銅水溶液の中に銅板 D

を 設置し て， 亜鉛板 C と 銅板 D に導線でプロ ペラ 付

き モータ ーをつないだ。

⑵　 ⑴で亜鉛板 C と 銅板 D に導線でつないだプロ ペラ

付き モータ ーの様子と ， プロ ペラ 付き モータ ーをつな

いだ後の亜鉛板 C と 銅板 D の表面の様子を それぞれ

観察し た。

＜結果 2＞

亜鉛板 C と 銅板 D に導線でつないだ

プロ ペラ 付き モータ ーの様子
亜鉛板 C の表面の様子 銅板 D の表面の様子

　 回転し た。 　 表面が溶け出し た。
　 表面に赤色（ 赤茶色） の

物質が付着し た。

〔 問 3 〕　 ＜結果 2＞から ， 亜鉛板 C の表面が溶け出し た反応について， 亜鉛原子 1 個を 〇， 亜鉛

イ オン 1 個を ， 電子 1 個を ◯と いう モデルで表し たも のと し て適切なのは， 下の ① の

ア～エのう ちではどれか。 ま た， プロ ペラ 付き モータ ーが回転し ている と き の電子の動き と 銅板D

について述べたも のと し て適切なのは， 下の ② のア～エのう ちではどれか。

① 　 ア　 　 + 　 ◯　 　 →　 〇

イ　 　 + 　 ◯◯　 →　 〇

ウ　 〇　 →　 　 + 　 ◯

エ　 〇　 →　 　 + 　 ◯◯

② 　  ア　 電子が亜鉛板Cから 導線を通って銅板D へ移動し ている ので， 銅板D が＋極である。 

イ　 電子が亜鉛板Cから 導線を通って銅板D へ移動し ている ので， 銅板D が− 極である。 

ウ　 電子が銅板D から 導線を通って亜鉛板Cへ移動し ている ので， 銅板D が＋極である。 

エ　 電子が銅板D から 導線を通って亜鉛板Cへ移動し ている ので， 銅板D が− 極である。

〔 問 4 〕　 ＜結果 2＞から ， ＜実験 2＞について述べた次の文章の ① ～ ④ にそれぞれ当て

はま る も のと し て適切なのは， 下のアと イのう ちではどれか。

　 ＜実験 2＞でプロ ペラ 付き モータ ーが回転し ている と き ， ビ ーカー内の硫酸亜鉛水溶液と

硫酸銅水溶液を 合わせた水溶液中に含ま れる ① の数が減少し ， ② の数が増加し て

いく が， 図 2 のセロ ハン の袋には， 水の粒子やイ オン が通る こ と のでき る 小さ な穴が開いて

おり ， イ オンが少し ずつ移動する こ と ができ る ため， 硫酸亜鉛水溶液側から 硫酸銅水溶液側に

③ が， 硫酸銅水溶液側から 硫酸亜鉛水溶液側に ④ が， 少し ずつ移動する 。 こ のセロ

ハンの袋の働き によ り ， 図 2 の装置では， 電気的な偏り が生じ にく く なっている 。

① 　 ア　 亜鉛イ オン　 　 イ　 銅イ オン

② 　 ア　 亜鉛イ オン　 　 イ　 銅イ オン

③ 　 ア　 硫酸イ オン　 　 イ　 亜鉛イ オン

④ 　 ア　 硫酸イ オン　 　 イ　 銅イ オン

図 2

ビーカー

亜鉛板Ｃ

硫酸亜鉛水溶液

硫酸銅水溶液

銅板Ｄ

セロ ハンの袋

プロ ペラ 付き モータ ー
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6 　 物体に働く 力に関する 実験について， 次の各問に答えよ 。   

　 　 ＜実験 1＞を行ったと こ ろ， ＜結果 1＞のよ う になった。

＜実験 1＞

⑴　 図 1 のよ う に， 机上のス タ ンド に取り 付けたアームにばねをつる

し ， その長さ を 測定する と 6 cm であっ た。 ま た， 同じ 机上に重さ

の等し い複数のおも り を置いた。

⑵　 ⑴で机上に置いたおも り のフ ッ ク の端である 点 A を 含む水平面

に 30 cm の定規の一端を合わせ， も う 一端を⑴でつる し たばねの下

端である 点 B を含む水平面に合う よ う にアームの高さ を調節し た。

⑶　 ⑴でつる し たばねの下端である 点 B に， ⑴で机上に置いたおも

り を 2 個ずつつる し ， おも り が空気中で静止し たと き のばねの伸び

を定規で測定し た。

＜結果 1＞

おも り の数

〔 個〕
0 2 4 6

ばねを引く 力の大き さ

〔 N〕
0 4 8 12

ばねの伸び

〔 cm 〕
0 2 4 6

〔 問 1 〕　 ＜結果 1＞から ， おも り 1 個の質量と し て適切なのは， 下のア～エのう ちではどれか。 た

だし ， 100 g のおも り に働く 重力の大き さ を 1 N と する 。

ア　 10 g　 　 　 イ　 20 g　 　 　 ウ　 100 g　 　 　 エ　 200 g

〔 問 2 〕　 ＜結果 1＞から ， ばねの伸びと ， おも り を持ち上げたと き に

し た仕事について述べた次の文章の ① と ② にそれぞれ当

てはま る も のと し て適切なのは， 下のア～エのう ちではどれか。

　 ＜結果 1＞のばねを引く 力の大き さ と ， ばねの伸びの関係をグ

ラ フ に表すと 図 2 のよ う になった。 ＜実験 1＞の⑵の後， ⑴でつ

る し たばねの下端である 点 B に， ⑴で机上に置いたおも り を 1

個つる し たと する と ， つる し たおも り が静止し たと き のばねの伸

びは ① cm になる 。 ⑴で机上に置いたおも り のフッ ク の端で

ある 点 A を， 点 A を含む水平面から ， おも り を 1 個つる し て静

止し たと き のばねの下端である 点 B を 含む水平面ま で， 一定の

速さ でおも り を 1 個持ち上げたと き の仕事は， ② J と なる 。

① 　 ア　 1 イ　 2 ウ　 7 エ　 29

② 　 ア　 0.29 イ　 0.58 ウ　 29 エ　 58

　 次に， ＜実験 2＞を行ったと こ ろ， ＜結果 2＞のよ う になった。

＜実験 2＞

⑴　 水を入れた水槽， ばねばかり ， 糸， おも り C， おも り D， おも り E を用意し た。 おも り の体積は，

おも り C と おも り D が 7.0 cm 3， おも り E が 3.5 cm 3 である 。

⑵　 ばねばかり に糸でおも り C を つる し ， 図 3 のよ う におも り を ゆっく り 一定の速さ で下ろし ，

水中に入れていった。

⑶　 おも り 全体が空気中にある と き のおも り の位置を位置 P， おも り の一部分が水中に入ったと き

のおも り の位置を位置 Q と し ， それぞれの位置でのばねばかり の値を記録し た。

図 1図 1
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⑷　 おも り 全体が水中に入ったと き のおも り の位置のう ち，

浅い位置を位置 R， 深い位置を位置 S と し ， それぞれの位

置でのばねばかり の値を記録し た。

　 　 ただし ， 位置 S では， おも り が水槽の底に接触し てい

ないも のと する 。

⑸　 おも り D と おも り E について， ＜実験 2＞の⑵～⑷の

操作を行った。

＜結果 2＞

ばねばかり の値〔 N〕

おも り の位置 おも り C おも り D おも り E

位置 P 2.00 1 .00 1 .00

位置 Q 1.84 0.84 0 .92

位置 R 1.68 0 .68 0 .84

位置 S 1.68 0 .68 0 .84

〔 問 3 〕　 ＜結果 2＞から ， おも り が受ける 浮力について述べた次の文章の ① ～ ③ にそれ

ぞれ当てはま る も のと し て適切なのは， 下のアと イのう ちではどれか。

　 おも り C が位置 R で受ける 浮力の大き さ は ① N であり ， ② が位置 R で受ける 浮

力の大き さ と 同じ である 。

　 おも り 全体が水中に入っ たと き ， おも り が受ける 浮力の大き さ は， 水中にあ る おも り の

③ ほど 大き く なる こ と が分かる 。

① 　 ア　 0 .16　 　 　 　 　 　 イ　 0.32

② 　 ア　 おも り D　 　 　 　 イ　 おも り E

③ 　 ア　 位置が深い　 　 　 イ　 体積が大き い

　 次に， ＜実験 3＞を行ったと こ ろ， ＜結果 3＞のよ う になった。

＜実験 3＞

⑴　 ゴム膜を張った透明な筒を用意し ， 図 4 のよ う に， 空気

が出入り する パイ プを取り 付けた。

⑵　 水を入れた水槽を用意し ， 図 4 の透明な筒を横向き にし

て水の中に入れ， ゴム膜の変化を観察し た。

⑶　 ⑵の透明な筒を 縦向き にし て水の中に入れ， ゴ ム 膜の

中心 X と 中心 Y の変化を観察し た。

＜結果 3＞

＜実験 3＞の⑵ ＜実験 3＞の⑶

ゴム膜の

変化の記録

　 図 5 のよ う に，

左右のゴム膜が同

程度へこ んだ。

　 図 6 のよ う に，

上面のゴム膜の中

心Ⅹと 比較し て，

下面のゴム膜の中

心 Y の 方 が 大 き

く へこ んだ。

〔 問 4 〕　 ＜結果 3＞の図 5 から ， 左右のゴム膜が同程度へこ むため， 左右方向には同じ 大き さ の水

圧が働いている こ と が分かる。 ＜結果 3＞から 分かる ， 図 6 のゴム膜の中心 X と 中心 Y に働く

水圧の大き さ について， ゴム膜の中心の変化に着目し て， 簡単に書け。

図 3

図 4

図 5 図 6
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※＜実験2＞のおもりの体積の設定が誤っており、
　この設定では＜結果2＞が得られないため、

 6 [問3]について、受検者全員に一律４点を加点する。


